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Ⅰ 研究の構想  
 １ はじめに 

  宮田小学校は，江南市の北西    

木曽川を背に位置し，校区には 

尾張きっての名刹「曼陀羅寺」 

がある。  

学校の歴史は長く，明治６年 

の分校開設以来，１３３年の年 

月が流れている。したがって， 

３代続けて本校に在学してい 

る家庭も少なくはなく，地域の 

方々の学校への親しみは大変 

深いものがある。 

しかし，この伝統ある宮田地 

区にも，近年，マーメイタウン 

などの新興住宅地が広がりを 

見せ始め，保護者の価値観も一 

層多様化し，学校への要望も増加してきている。 

  本校の児童は，快活で知的好奇心が旺盛である。反面，自分本位で物事をとらえたり，

友達と協力して目標に向かって努力をする態度が欠けていたりする面がある。 

  本年度，愛知県教育委員会の委嘱を受け，「自分づくり・仲間づくり」推進事業に参

加することになった。この事業は，今，子どもたちに求められている「生きる力」の核

となる，豊かな人間性や社会性をはぐくむことをねらいとしている。 

  本研究では，主題を「自他を大切にし，ともに高め合おうとする子の育成をめざして」

とし，本校児童の育成目的に合致した，この事業での取組を紹介する。 

２ 研究の仮説 

  自他を大切にし，ともに高め合おうとする子を育てるためには，子どもたちが，共生

の中で，自分の良さを伸ばし，温かな人間関係を築き上げていくことが大切である。本

研究では，その育成のためには，「集団の中でのかかわり」，「連携と体験」が必要不

欠であると考え，次のような仮説を立てた。 

①  集団の中で，自分のかかわりの必要性や価値を学ぶことで，自他を大切にし，互い 

に高め合おうとする子どもが育つであろう。 

② 家庭・地域との連携を通して，自然体験，社会体験活動を進めれば，子どもは自分

を見つめ，自分を大切にする心をはぐくんだり，他を思いやり，互いに高め合う態度

が育ったりするであろう。 

 



３ 研究の手だて 

 仮説を検証するために，次に示す４つの手だてを講じた。  

①自他を見つめ直す，道徳・エンカウンターの授業 

   自他を大切にし，ともに高め合おうとする心の育成をはかるためには，子ども 

たちに「自分はまわりの子にこんなことができた」，「自分も自分以外の人もみ 

んな大切な人」などの思いを抱かせることが大切である。集団の中で自分のかか 

わりの必要性や価値を学ぶことを目標にした道徳の授業や，エンカウンターを行 

うことで，求める子ども像に近づくと考えた。 

②ペア活動による自分づくり・仲間づくり 

     本校では，児童会が主体となって，１・６年生，２・４年生，３・５年生が組 

になってペア活動をしている。この活動で，異学年の子どもが，同じ目的をもち，

協力する機会を設けることで，同学年だけでなく，ペア学年の間の中からも，集 

団の中での自分を見つめさせたいと考えた。 

 ③宮小支援ボランティアの方との体験活動 

本校は，以前から宮小支援ボランティアの方々と共に，体験活動をすることに 

力を入れてきた。この自然体験や社会体験などを，意図的に年間活動計画の中に 

組み入れ，この体験から自他を見つめる態度の育成をはかった。また，この関わ 

りの中で，学校関係者だけでなく，地域の多くの人から，自分が大切にされてい 

ることを味わわせたいと考えた。 

 ④ 家庭・地域への広報活動 

    家庭・地域の協力を得て，教育活動をしていくためには，保護者・地域の方々の 

思いや願いを学校は受け止め，それを生かしたり，学校での教育活動を発信して， 

理解してもらう必要がある。そのためには，学校・家庭・地域の三者間での連携を 

密にしなくてはならない。 

  本校では，ホームページを開設したり，「自分づくり・仲間づくり新聞」を発行 

することで，保護者や地域の方々に学校での取組や，｢心をはぐくむ推進委員会｣で 

話し合われた内容を知らせる工夫をした。 

        

Ⅱ 研究の実際  
 １ 心をはぐくむ推進委員会  
   地域・保護者・児童・教職員の   

代表からなる「心をはぐくむ推進 

委員会」を設置し，定期的に委員 

会を開催したことで、事業の内容 

がそれぞれの立場にとって、すべ 

て有益であるように考えて、計画 

を進めることができた。 

また、それぞれ思った以上の活 

動ができる場合が多く、話し合い 



の必要性がよく理解され、事業の推進に大いに役立った。 

 

 「心をはぐくむ推進委員会」の活動 

第１回 推進事業に関する内容説明・組織・方針・年間事業計画の検討 

 (１学期) ・各学年の取組の紹介、生活指導の取組の紹介 

         ・児童代表の発表 

          （ペア交流、全校歌声集会、総合的な学習の時間、読書週間） 

         ・推進委員の方の感想・助言 

 第２回 推進事業に関する経過報告・今後の活動予定 

 (２学期) ・ホームページの開設、「自分づくり仲間づくりだより」の編集計画

            心を育てる「道徳授業」の展開 

             ・児童代表の発表 

         （大根の栽培、藍の栽培とソーラン節、鳴子作りと藤乱舞、菊作り）

         ・推進委員の方の感想・助言・地域連携の提案 

  第３回 推進事業に関する経過報告、活動の成果とまとめ方の検討 

   (３学期) ・かがやき集会・かがやき発表会の持ち方の検討 

         ・児童代表の発表 

         （稲刈り・脱穀・餅つき・花餅作り、昔の遊び、ケナフの紙すき）

         ・推進委員の方の感想・助言・今後の活動への要望 

 

    

 ２ 「道徳」や「エンカウンターを取り入れた学級活動」での取組  
 （１）各学年の取組  

【１年】  
１年生では，友達と仲良く協力し，共に生活している喜びが実感できるような機

会を多く持つようにした。道徳授業では「あかるいこえ」（礼儀）「はしのうえのお

おかみ」（思いやり・親切），「えんそく」（仲良し・助け合い）「つみきあそび」（仲

良し・助け合い）などで話し合ったり考えたりして自分を振り返り，実践意欲を高

めるとともに，日常生活の中で実践する場を意図的に設定して習慣化を図った。帰

りの会での「よいことみつけ」や，給食当番への「お当番さんありがとう」の後の

会食，掃除の反省会での「ごくろうさまでした」のあいさつ，「はいどうぞ」「あり

がとう」「どういたしまして」などの言葉かけ等々が，恥ずかしがらず自然にでき

るように継続して指導している。  
    また，「ごめんなさい」がきちんといえるようにその場その場で支援してきた。こ

のような活動を通して，友達への感謝とともに，自分が認めてもらえた喜びも味わ

うことができ，よい人間関係が育ちつつある。  
   【２年】  
    自分自身を振り返ったり，友達のよさに気づいたりすることをねらいとして「キ

ミのこんなところがステキだよ」というエンカウンターを行った。  

まずはじめに，自分自身のいいところを考え記入させた。次にグループを作り，



用紙を順番に回していき，必ず友達のいいところを書いて次の人に回すようにさせ

た。そのときに他の人が書いたことと重なってもいいこと，ふざけて書かないこと

などを確認し合った。  

さらに，グループ以外の人にも，いいところを見つけたらカードに書いて渡すよ

うにさせた。最後に，カードをもらったときの気持ちや，いいとこ探しをしたとき

の感想を自由に書かせた。  

    はじめはどのくらい書けるか心配したが，教師が思った以上に友達のよいところ

をたくさん見つけ書くことができていた。子どもたちの感想にも『こんなにいいこ

とが書いてあるとは思いませんでした』とか『自分のもらえるのがもっと少ないと

思っていたけれど，意外と多かったのでうれしかったです』と書かれていたが，自

分の気づかない自分のよさを再認識するよい機会となった。 

  【３年】  
集団生活をしていく上で最

も大切なことは，互いに信じ

合い，励まし合う仲間意識で

ある。特に，学級というまと

まりは，学校生活のもとにな

るだけに，明るくおだやかな

雰囲気をつくることが大切と

なる。そのためには，相手を

信頼し，長所を見つけて，互

いに励まし合い，助け合って，

成長していくものでありたい。 
    この学年の児童の様子を見

ると，行動が活発になり，交

友関係が広がり，少しずつ仲

間意識が芽生え，集団遊びに

夢中になることも多くなって

きている。こうした遊びの中で，互いに助け合い，相手のことを考えて行動す

ることの大切さを，知らず知らずのうちに体験してきている。  
しかし，まだ自己中心的な傾向が強く，自分の興味に従って行動してしまい

がちで，相手の立場に立って考えるところまでは育っていない。そこで，この

道徳の授業実践を通して，思いやりの気持ちを持って，まわりの子どもたちへ

の気配りができるようにし，仲間を増やし，友情の輪を広げ，互いに成長して

いくことの喜びを味わわせたいと考えた。  
   自分にとっても身近な遊びである，ドッジボールを扱った資料を取り上げた

ことで，主人公の気持ちを考えるに当たり，過去の経験からいろいろな意見が

出た。まき子の立場が自分に似通っている児童は，何とかうまくなりたいとす

る思いが理解でき，あや子やよしおの立場に近い児童からは，うまくできなく

て悩んでいる児童の気持ちを理解し，自分が支援できることは何かを考えるよ



い機会になったと思う。とかく「なーんだ，へたくそ。」「しっかりしろよ。」と，

口走ってしまいがちな日ごろの関係を振り返り，お互いに優しい言葉をかける

ことの大切さ，励ましてもらった時のうれしい気持ちを味わう喜びを，何人か

の児童が分かってくれたように思う。さらに，今回活用した「心のノート」P.
４２の資料は，日々多くの友達との望ましい関係を築き，自分をつくり，仲間

をつくっていって欲しい子どもたちにとって，有意義な資料であった。  
【４年】  

４年生になると，自分自

身のことだけではなく，自

分のまわりの様子や友達の

気持ちも少しずつ考えられ

るようになる。また，通学

班や生活班が違っても，性

格や興味が似ているという

理由で友達関係を構築しは

じめる時期である。  
 そこで，よりよい人間関

係をつくるために，帰りの

会で，「今日のＭＶＰ」とい

うコーナーを設けて，友達

の学校生活に目を向けさせ

るようにしている。そこで

は，友達のよい行動を発表

し合って，友だちの良さや

優しさなどを賞賛する機会

としている。  
    本時の授業では，まず，「友達っていいなあ。」と感じた経験を発表した。次に資

料「絵はがきと切手」を読んで，料金不足のはがきを送ってきた友達に，本当のこ

とを伝えるか，どうかについて話し合った。「他にもまちがえて料金不足の手紙を

送るかもしれない。」「できるだけ早く教えてあげたほうが親切。」「お互いに注意で

きるのが本当の友達だ。」などの発言が多く，本当のことを伝えてあげようとする

児童が大勢を占めた。一方で，「自分がいわれたらいやだ。友達が傷つくかもしれ

ない。」という友人関係にすごく慎重になっている女子児童も数名いた。意見を本

音で話し合う児童の姿が見られ，交友関係を考えるいい機会になった。これからも

道徳的な価値観，道徳的実践力とともに，素直に発表し合える学級作りを大切にし

ていきたい。  
【５年】  

５年生になると，委員会活 動が始まったり，通学班の班長を任されたりする。

この時期は，交友関係が広くなり，活動の場も大きくなる。しかし，互いに関わり

合いながら生活する上では摩擦も生まれ，自分の思い通りにならないことも多く生



まれてくる。  
一方，人との関わりは，自分

の良さを認められることで自信

につながり，勇気や耐性を向上

させていくことができる。それ

は，助け合い，かばい合うとい

う行動として表れ，友達の良さ

を知ることで仲間意識を高めて

いくことができる。 

 ５年生では，自分や友達の気

持ちに敏感になることや，素直  

な言葉や表情で自分の気持ちを

表現できるようになってほしい

と願い，以下のようなエンカウ

ン タ ー を 取 り 入 れ た 学 級 活 動

を，授業参観日に行った。 

友達のよいところを書き込ん

でいくことや，それを読んでさ

らに付け加えることは，その友

達のことを深く理解しようとい

う態度になったと思われる。また，自然教室の後に行ったので，「ダンスの振り付

けを考えるのがよかった」とか「司会を上手にやっていた」など，いろいろな視点

から書き込むことができ，自他を見つめるよい機会となった。  
  【６年】  

 道徳の授業で「合唱コンクール」を題材に授業を行った。主人公の真理子がコンク

ール出場のために，練習に励み，出場できることになるが，友達は出られなかった。

その一人に「コンクールに出るつもりじゃないでしょうね。」と言われる。実際にもあ

りがちな状況から，もめごとを避けて妥協するか，自分の意思を信じて通すか。自分

が責任を果たすことの大切さを考えさせたい単元である。  
自分に照らし合わせて考えさせ，来年中学に進学し，部活動でこのようなことが起

こったら・・・という状況を想定させた。自分のがんばりをあきらめず，また，練習

に協力してくれた家族のためにも「コンクールに出る」方を選択した子が圧倒的に多

かった。  
逆に，友達の立場になって，「コンクールに出るつもりじゃないでしょうね。」と言

うかどうかでは，言わない子が多かったが，中には，友達によっては言ってしまうか

もしれないとつぶやいた子がいた。すると，私も・・と賛同する子が出た。ただ，本

当の友達ならきっとわかってくれると思うという感想を書いた子が何人かいた。これ

から中学へと進み，友達のよさに気づき，本当の友達を作るときが来る。そのときに，

お互いを思いやる心を持てる者同士が本当の友達を作ることができることを知るだろ

う。この単元をこれからの生活に生かしていけることを願いたい。  

第５学年 学級活動指導案 
１  題      材   いいとこさがし 

 ２  本時の目標 
    ○  友達の良さを見つけてほめることができる。 
    ○  友達が見つけた自分の良さを知り，周りに受け入れられることの喜びを味わう。 
 ３ 準    備 
      （教師） いいとこカード・シール    （児童） 筆記用具 
 ４  学習過程 

段階 学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 留 意 点 
 （ウォーミングアップ）     
１ グループ作りをする。 

（一斉） 
・「離れろパッ」のかけ声で２人

  組を作る。（５回） 

   
 
 
 
・４人組を作り輪になって座る。 

 
 

 ★  近くの子と２人組を作ったら背中合

わせになり，「離れろパッ」とかけ声をかけ

たら，離れて違う子とまた背中合わせになる

ゲームをする。５回のうち１～２回は男女や

親しくない子同士のペアを進んで作るよう

アドバイスし，できたペアを褒める。いろい

ろな子と２人組作りをすることによって人

間関係を広げるようにさせたい。 
○  背中合わせの子と手をつなぎ，次に他の

 ２人組と合体して４人組を作るようにす

 る。 男女混合のグループになるように助

 言する。 グループができたらリーダーを

 

 
 
 
 

つ 
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平成18年度 体験活動内容（ボランティア関係） 

 
 （２）考察（成果と課題）  
   どの学年も「自分づくり・仲間づくり」の中核に道徳の授業やエンカウンターを位

置づけ，ここに挙げた実践例以外にも１年を通して計画的に実践を積み上げてきた。

その結果，これまで以上に，子どもたちが互いに心を開き，助け合い，協力し合って

活動する姿が見られるようになってきている。  
   育ちつつあるそうした態度をさらに定着させていくためにも，今後，道徳教育の年

間指導計画を見直し，道徳の時間と総合的な学習の時間，行事，教科との関連をさら

に強めていくことが必要だと考える。また，体験活動や道徳資料の活用，構成的エン

カウンター（ＳＧＥ）の手法を取り入れた指導方法などを工夫することで，さらに児

童が心を開き，互いに助け合い，協力し合って集団生活ができるようにしていきたい。 

 ３ 宮田小支援ボランティアさんとの体験活動（自然体験・社会体験）  
   本校は、以前から多くの宮田小支援ボランティアの方々と共に、体験活動をするこ

  とに力を入れてきた。本年度も４３人の支援ボランティアの方々の協力を得ることが

  でき、自然体験や社会体験などの活動を、意図的に年間活動計画の中に組み入れ、こ 

  れらの体験から、自他を見つめる態度の育成を図った。また、このかかわりの中で、

  学校関係者だけでなく、地域の多くの人から、自分が大切にされていることを味わ 

わせたいと考えた。 

 ＜１年＞ 「草花遊び」   

  「昔の遊び」など「遊 

   び」を通して、自然や 

   昔の人の様子に触れさ 

  せるとともに、なによ 

  りボランティアの方々 

  との触れ合いの場面を 

   多く設定した。 

＜２年＞ 「町探検」によ 

   る社会体験と「野菜作 

   り」による自然体験の 

   二つの柱で、体験活動 

   を行った。 

＜３年＞ 「宮田の昔」を 

   学年テーマとして「町 

   探検」「江南音頭」  

  「大根の栽培と加工」   

 を経験させ、「宮田の 

 昔体験」につながる活 

 動を行った。 

＜４年＞ 「環境学習」を中心に、体験活動をとらえなおし、「藍の栽培と染め付け」「ケ

ナフの栽培と紙すき」の栽培活動と、「ヤゴ救出」「ウォーターランド観察会」の自然

４月  藍のお話・畑の準備（４年）ケナフの栽培（４年）  

５月  草花遊び（１年）野菜作りの話（２年）町探検（３年）  
トンボ教室（４年）サツマイモの植え付け（全学年）  

６月  町探検・野菜作り（２年）ウォーターランド観察会（４年）  
ヤゴ救出（４年）田植え（５年）曼陀羅寺のお話（６年）  

７月  野菜の取り入れ（２年）江南音頭練習会（３年）  
藍染め教室（４年）菊作りの話（６年）  

９月  大根の種まき（３年）江南音頭練習会（３年）菊作り（６年） 

10月  町探検（２年）江南音頭発表会（３年）稲刈り（５年）  
ウォーターランド観察会（４年）菊作り（６年）  
サツマイモの収穫（全学年）  

11月  昔の遊び（１年）大根の収穫（３年）脱穀（５年）  
菊作り（６年）戦争体験のお話（６年）  

12月  おでん・漬け物（３年）ウォーターランド観察会（４年）  
餅つき・花餅作り（５年）曼陀羅寺の清掃（６年）  
菊作り（６年）  

 

１月  昔の遊び（１年）宮田の昔体験（３年）縄ない（５年）  
ケナフの紙すき（４年）  

 

 ２月  かがやき集会（全学年）   



体験活動の両面から環境を考えさせる取組を進めた。 

＜５年＞ 「日本の食文化」を学年テーマとして、「米作り」の様々な活動を通して、自

然のすばらしさや、農家の人々の知恵や工夫、米の加工や料理など、米にまつわる様々

な文化を学ばせた。 

＜６年＞ 「未来に向かって」を学年テーマとし、「福祉」「自然環境」「国債理解」「歴

   史」の４分野の中で各自が自分のテーマを設定して研究を進めた。「曼陀羅時のお話」

  「戦争体験のお話」は学年全員が聞き、「曼陀羅時の清掃」にも全員が参加した。また、

  「菊作り」にも全員で取り組み、ボランティアの方の熱心な指導のおかげで、一人一人、

  形も色も違う、自分だけの菊を咲かせることができた。 

（１）各学年の取組  
  【１年】 「昔の遊び」  

ボランティアの方々に支援していた

だき，草花遊び（５月）と昔の遊び（１

月）を行った。草花遊びでは，マキの葉

の手裏剣，ササの葉舟，シロツメ草のか

んむりや首飾り，オオバコのすもう，ス

スキのてっぽうなど，たくさんの遊びを

教えていただき，楽しむことができた。

昔の遊びでは，こままわし，竹馬，けん玉，メンコ，ぼうずめくり，あやとり，お手

玉，はねつき，紙飛行機など，昔からの伝統的な遊びに挑戦した。熱心に取組，うま

くできるようになって喜ぶ姿や，友達・ボランティアの方々と楽しく遊ぶ姿が見られ，

世代を超えてふれあうよい機会となった。今回の２回の活動を通して，人とふれあう

喜びや感謝の気持ちを持つことができ，地域の人たちと仲良く暮らしていこうとする

心が育ってきた。  
  【２年】 「町探検」  

２年生では，６月と１０月の２回，生活科の町探検を，宮小支援ボランティアの方

に協力していただき行った。  

   １回目の６月は，子どもたちに

とって初めての町探検なので，各

グループに１名ずつボランティア

の方についていただいた。ボラン

ティアの方は，ほとんどが古くか

ら宮小学区に住んでみえる方なの

で，地域のことをよく知っていて，

いろいろと教えていただくことが

できた。 

また，ボランティアの方が作っている畑も探検場所の１つに入れ，そこで待機して

いただいて，子どもたちに実際の野菜を見せながらお話をしていただいた。 

   １０月（２回目）の町探検では，できるだけ子どもたちの力で探検をさせたいと考

え，ボランティアの方についていただくのは２グループに１名とし，特に安全面での



配慮をお願いした。おかげで，事故やけがもなく，楽しく探検を終えることができた。

また，この経験を生かし，この後行われた社会見学でのグループ行動も協力してしっ

かり行えた。探検後，グループごとに探検した場所についての発表を行い交流し合っ

たが，どのグループも探検して学習したことを，協力して分かりやすく発表すること

ができた。  

  【３年】 「宮田の昔」  
本校の民具室には，昔の米作りの道具や蚕の道具，生活用品などが保管されている。 

その道具を使って，宮田小支援ボランティアのおじいさん，おばあさんに自分の生活

体験をまじえて昔のくらしについて話してもらうのが，毎年恒例になっている「宮田

の昔」の学習である。今年も支援ボランティアの方が準備してくださったスライドを

見ながら宮田の昔について話を聞いた後，実際に昔の道具を使って，洗濯やいも洗い，

水運び，七輪の火起こし，鰯の丸干し焼きなどを体験した。当日は，子どもたち全員

が日本手ぬぐいと紐を持参し，姉さんかぶりにたすきがけの仕方を習い，その格好で

活動を行った。水仕事はつらく重労働ではあるが，初めての体験であり，とても楽し

そうであった。煙にまかれてなかなか炭に火がつかなかったが，なんとか七輪で鰯の

丸干しを焼くことができた。炭火で焼いた魚は格別おいしく，普段は魚嫌いの子も食

べることができ，どの子

も満面の笑顔で「大変だ

ったけどすごくおいしか

った。」と話していた。現

在はどの作業も機械化さ

れて便利になっている。

今回の体験を通して，昔

のくらしの大変さを体で

感じるとともに，こうし

た手作業労働から，昔の

人の知恵を探ってみた。

どの作業も節水，省エネにも結びつき，時間はかかっても環境には優しいくらし方で

あることにも気づくことができた。  
【４年】 「藍染め体験」  

   藍染めは，ボランティアの加納さんから種を

見せてもらって育て方を教わった後，ポットに

種をまくことから始まった。天候不順のためか

生育状況が心配されたが，草取りや肥料を与え

辛抱強く成長を見守った。Ｔシャツに藍染めを

行うにあたり，事前にいろいろな染め方を学習

し，できあがりを想像しながら割り箸や輪ゴム

で布を縛った。実行委員が加納さんから藍染め

の方法の指導を受けたのち，クラスへ帰って，

支援ボランティアさんと一緒に藍の葉をとって作った藍染め液にＴシャツを浸した。



運動会では，できあがったＴシャツを着て 5 年生から教わった「宮田っ子ソーラン」

を元気に踊った。  

    

 

  
  
 

【５年】 「米作り」  
５年生では食文化の追求

として，米づくりを行って

きた。米づくりに関するい

ろいろな体験活動において

ボランティアの方々にご指

導，ご協力をいただいた。

米づくりのための田んぼは

「いこまい田」として，校

区の田んぼを借りることが

できた。  
６月の田植えでは，普段

なかなか入る機会のない田

んぼの感触にとまどいなが

ら，苗の植え方を教わり，楽しく活動することができた。  
それから４ヶ月後の１０月に稲刈りを行った。大きく育った稲に驚くと同時に，自

分たちが知らない間に，稲の世話をしていただいたボランティアの方に感謝し，取り

組んだ。慣れない鎌の使い方を教わりながら，意欲的に取り組む児童の姿が印象的だ

った。２０名近いボランティアの方の協力を得て，怪我もなく貴重な体験をすること

ができた。  
１１月の脱穀では，３，４種類の機械を使い，穂をとり白米になるのを見て，興味

深い体験と見学ができた。  
１ヶ月後の１２月には「もちつき・花もち作り」を行った。この活動でもたくさん

のボランティアの方々に，打ち合

わせの段階から参加していただく

ことができた。もちつきの仕方や

花もちの作り方や由来など，たく

さんのことを教えていただいた。  
１月には脱穀で残ったわらを使

い，縄ないを行った。この縄ない

がなかなか難しく，ボランティア

の方にやり方を聞いてもできない

児童も多かった。「さすがボランテ

染める前は，上手にできるか不安でしたが，作っているうちに楽しくなって不安

も吹っ飛びました。 

今回の藍染めでびっくりしたことは，緑色の葉から青色に染まったことです。は

じめはどうしてだろうと思ったけれど何となく理解できました。 ＜児童の感想＞  



ィアさん」と言う声も聞かれ，改めて昔の道具の苦労を実感することができた。  
一年間の米づくり体験活動で，ボランティアの方々と出会い，触れ合う中で，児童

は米づくりの苦労や工夫などを学習した。その過程では，仲間と協力し，ボランティ

アの方々に教えてもらいながら目を輝かせて取り組む姿が多く見られた。多くのボラ

ンティアの方々，仲間と関わることにより，自分を成長させることができた。  
 【６年】  「菊作り・戦争体験お話会」  
   ７月から１１月にかけて，宮  

小支援ボランティアの方々の協  
力のもと，菊作りを行った。苗  
から１人１鉢，毎日水やりを行  
ったり，分け芽を取り除いたり， 
輪台をつけたり，愛情を持って  
育てる中で，どの子も思いやり  
の心を育てることができた。ま  
た，ボランティアの方々に教え  
ていただくことで，普段とは違  
った心の交流も行うことができ  
た。出来上がった菊は「江南菊  
祭り」に出展し，地域の方々にも喜んでもらえた。  

   学習発表会で，「ガラスのうさぎ」を演じることになった６年生は，戦争を体験した

ボランティアの方々からお話を聞くことができた。初めて聞く戦争体験の話に，どの

子も真剣な眼差しだった。その後の感想でも分かるように，戦争の悲惨さ，悲しさを

通して，人の痛みや悲しみを感じることができた。  
  
 
 
 
 
 
 

（２）考察（成果と課題）  
   宮田小学校は，４３名という多くの支援ボランティアの方々に支えられている。本

年度も自然体験や社会体験の活動を進める中で，次のようなこと成果があがった。  
①   おじいさんやおばあさんとふれ合うというだけで，招待状やプレゼント，お礼  

の手紙を進んで用意するなど，子どもたちは積極的に働きかけをしようとした。  
身近にいる人たちのお話を聞いたり，地域に生活している人たちの働く姿にふ

れたりすることで，多くの子どもたちは驚き，感動を受ける。それが感想や，家

庭での会話にも表れている。  
    ②  「田植え」「稲刈り」などの作業は，考えるよりはるかに大変なことである。そ

のことが，体験活動をやってみたらわかった。お年寄りのボランティアの方々の

 とちゅうでなみだがあふれそうになりました。かなしい気持ちをこらえて話してく

れて，ありがとうございました。  
 ６年生は今度の学習発表会で，悲しい戦争の物語「ガラスのうさぎ」を歌と劇で表

現します。今回お話をして頂いた３人の方の思いを胸に，戦争の恐ろしさや悲しさを

伝えたいと思います。               ＜児童の感想＞  



力強さに感心し，お世話になっていることに対する感謝の心がより大きくなった。 
    ③ 数々の実践から，学校・家庭・地域と連携し，体験活動をすることの有用性や，

人とのかかわり合いの中から自他を見つめることの大切さを実感することがで

きた。  
④ この関わりの中で，学校関係者だけでなく，地域の多くの人とのふれあいを通

して地域の人からも，自分が大切にされていることを味わわせることができた。 
このような活動を６年間を通じて，継続的に行っていけば，めざす子どもたちを育

成できることを確信することができた。今後も支援ボランティアさんとの良い関係を

保ち，さらにこの活動を深めていきたい。  
４ 児童会の取組  

（１）ペア活動  
本校では１年と６年，２年と４年，３年と

５年がペア学年として様々な活動に取り組ん

でいる。具体的には，ペアで遊ぼうキャンペ

ーンやペア遊びなど代表委員会が企画してい

るものから，いも掘り，収穫祭，保健ビンゴ

といった各委員会が企画しているものなどで，

１年を通して様々な形で交流を深めている。

その中でも，６月と１月の年２回行うペア遊びは，どの児童も大変楽しみにしている

行事の一つである。内容は，色々な遊びを通して他学年との交流を深めることを目的

としたもので，おんぶおにごっこや手つなぎ大縄など，できるだけペアの子と触れ合

う機会が多い遊びを，高学年の子を中心にペア学級毎に考えて行った。           

（２）集会活動  
   児童会ではペア活動の他に，１年生を迎

える会，６年生を送る会，歌声集会など，

全校で取り組む集会や藤まつり激励会，陸

上運動記録会選手激励会など，クラブや学

年を主体に取り組む集会といった，集会活

動を年間で数多く企画している。  
毎週月曜の朝会時や，朝の会に，テープ  

を使ってクラス毎に今月の歌を元気いっぱ  
いに歌っていることからも分かるように，  
本校の児童は歌うことが大好きである。それを受けて，７月，１２月の年２回行う歌  
声集会は，低学年と高学年に別れてそれぞれの曲を互いに歌い合い，最後に全校で合

唱することによって，歌声を学校中に響かせよう，ということを目的として行った。  
（３）かがやき集会  

   ２月１３日（火）に，１年間，「自分づくり・仲間づくり」の活動を支えていただい

たボランティアの方々との自然体験や社会体験活動を振り返る，かがやき集会を行っ

た。この集会では，自分たちの取組を振り返るだけでなく，他学年の発表を見たり，

聞いたりする中で，次年度への向けての見通しを一人一人が持つことも目的としてい



る。また，いろいろな体験活動に協力し，育ててくださった地域のボランティアの方々

に，心から感謝の気持ちを伝えることも目的とした。  
   発表だけでなく，招待状作りや記念品作り，会場作りなどの仕事を，学年毎に割り

振り，一人一人が行うことで，お世話になったボランティアの方々に感謝の気持ちを

より一層表すこともできた。  
（４）成果と課題  

ペア活動，集会活動，かがやき集会，どれも活動方法は違うが，成果として共通し

ていることは，触れ合いの中で，相手を思いやる気持ちが子どもたちに育ったことで

ある。また，普段は感じられない喜びや達成感を，他学年や地域の方々との交流の中

で味わうことができたのも大きな成果である。  
一方課題としては，教師側が場面や機会を作り過ぎたことである。もっと子ども達

から，積極的な考えや意見を引き出させる支援・指導を，児童会活動の中で取り入れ

ていきたい。  
５ 広報活動  
（１）自分づくり・仲間づくりだよりの発行  

「自分づくり・仲間づくりだより」は，毎月１度の発行であったが，各学年の行事

  や体験活動，授業の様子などを紹介し，学校の活動が，家庭・地域に，よく伝わるよ

  うになり，保護者に好評であった。行事等に来校された来賓にも，普段はなかなか見 

ることのできない子どもたちの活動の様子がよく分かると，大変好評であった。 

（資料参照） 

（２）ホームページの開設と地域への発信  
本校では，今年度の９

月からブログ形式のホー

ムページを開設し，行事

や体験活動，授業の様子

などを地域へ発信してい

る。ホームページを開設

するに当たっては，夏休

み中に現職教育を開き，

作成方法や情報モラル、

個人情報保護についての

研修会を行い，職員間で

共通理解を図った。  
  保護者や地域の方々からは，「学校で取り組んでいる活動の内容がよく理解できた」

「子供の様子がよく分かるので，見ることがとても楽しみ」という声が多く聞かれた。

開かれた学校として情報発信していることが、家庭や地域との連携を深めていると感

じられる。  
（３）校内掲示  

   各教室の背面掲示板にはった「自分づくり・仲間づくりだより」は，子どもたちが

自分たちの活動の様子を確かめるとともに，他学年の活動も見ることができた。将来



の活動に対する希望が膨らんだり，過去の経験と比較したりするような会話が聞かれ，

活動への関心が高められたようである。また，各脱履に設置してある学年・児童会コ

ーナーを，学校を訪れた保護者が熱心に見入る場面が多く見られ，「自分づくり・仲

間づくり」の各学年や児童会の取組の豊富さを，保護者に効果的に伝えられたと考え

られる。 

  
 

（４）成果と課題  
    今年度，学校での学習や生活の様子を，いろいろなメディアのそれぞれの良さを生  

かしてを使って多面的に地域に発信するためのシステムが構築されたことは意義深い。 
 「自分づくり・仲間づくりだより」「ホームページ」「校内掲示」の３つが，効果的

に提示されるように，今年度の反省を生かした年間計画をしっかり立てて，さらなる

内容の充実に努めていきたい。  
 

Ⅲ 次年度へ向けて  
 １ 今後の事業計画 

 ・ 「心をはぐくむ推進委員会」の内容を工夫し、学校の具体的な教育活動につい 

  て家庭や地域から一層の支援・協力を得られるようにする。また、家庭や地域の 

  人々の思いや願い、教師や児童の思いや願いを交流し、さらに連携を強める場と 

  していきたい。 

 ・ 「自分づくり・仲間づくり推進事業」での取組を生かし、道徳教育の年間指導 

  計画を見直したい。また、道徳の時間と総合的な学習の時間、行事、教科との関 

  連をさらに強めていく。体験活動や道徳資料の活用、構成的エンカウンター（Ｓ 

  ＧＥ）の手法を取り入れた指導方法などをさらに工夫し、児童が心を開き、互い 

  に助け合い、協力し合って集団生活ができるようにしていきたい。 

 ・ 生活科や総合的な学習の時間、教科の学習において、宮田小支援ボランティア 

  や保護者の協力を得ることにより、児童は貴重な自然体験や社会体験をすること 

  ができた。地域の人々の話を聞いたり、体験したりする中で、自分の生活を振り 

  返り、家族や地域の人々に感謝の気持ちをもつことができた。さらに地域の人々 

  の知恵を学ぶ活動を充実させていきたい。 

 

 



 ・ ペア活動、児童集会などの交流活動は、仲間づくりに効果的である。自他を大 

  切にする心や互いに高め合う態度を培うとともに、今後も仲間づくりを進め、児 

  童会活動を充実させていく。 

 ・ 「自分づくり・仲間づくりだより」や学校だより、ホームページなどの内容を 

  工夫し、学校の取組を積極的に家庭・地域に発信し、連携をさらに深めていける 

  ようにする。 

 ・ 宮田小支援ボランティアの組織の拡充を図るために、新たなメンバーを募集し、 

ボランティア活動内容の継承を図る。地域の人々とかかわる体験活動を通して、 

  人としてのよりよい生き方を学び、感謝の気持ちを伝える交流の場や機会を増や 

  していきたい。  
 


